
（別添）

【費用対効果の算定内容】

１．費用対効果の算定根拠

２．統一的な事項

①費用及び便益の現在価値化

②便益の計測方法

③施設の耐用年数

３．費用項目（Ｃ）

整理番号 H23－ 6

《 費 用 対 効 果 分 析 説 明 資 料 》

事業名 水産生産基盤整備事業 地区名等 佐井

　費用対効果分析については、『水産基盤整備事業費用対効果分析のガイドライン』（平成22年11月改訂　水産庁漁港漁場整備
部）に基づき行った。

　投資額、耐用年数期間に発生する年間便益を、現在価値化して用いる。なお、現在価値化の基準年は、平成23年とし、社会
的割引率は4％とする。

総費用、総便益の算出方法
○総費用
　総費用は、各年度ごとの投資額及び維持管理費を現在価値化した和である。
　　C=Σ（Cn×Rn）＝事業着手年度の費用C×その年度の社会的割引率R＋1年後のC＋1年後のR＋2年後のC×2年後のR
　　　　                        ・・・・・＋耐用年数最終年度のC×その年のR
○総便益
　総便益は、各項目ごとの年間便益が対象施設の耐用年数期間中、継続して発生することとする。
　　Ｂ＝Σ（Bn×Rn）＝便益発生初年度の便益B×その年度の社会的割引率R＋1年後のB×1年後のR＋2年後のB×2年後のR
　　　　                          ・・・・・＋耐用年数最終年度のB×その年のR
　　　Cn：n年後の年度に要する費用　　Bn：n年後の年度に発生する便益　　Rn：n年後の年度の社会的割引率

　消費者余剰法（漁業者や地域住民等が漁港施設等を利用したときの直接の利用便益を計測）により算出する。

　原則として、漁港施設は５０年、漁場施設は３０年とする。

主な項目
費用

（百万円）
総費用

（百万円）
主な内容

漁港施設 ○施設整備に要する費用 計

・牛滝漁港（外郭・水域・係留）

・磯谷漁港（外郭・輸送・用地）

・福浦漁港（外郭・係留・用地）

○維持管理に要する費用

※供用開始から50年間　1百万円/年・漁港

漁場施設 ○施設整備に要する費用

・福浦増殖場

・佐井増殖場

４．便益項目（B）

５．費用対効果分析の結果

=

1,403

4,892 5,945 4,742

2,868

471

主な項目
年間便益
（千円）

総便益
（百万円）

主な内容

150

938 1,394 938

827

111

合計 5,830 7,339

水産物生産コストの削減効果 302,105 6,631 港口部静穏度向上による出漁回数の増加　等

漁獲可能資源の維持・培養効果 64,978 1,509 魚礁での操業による漁獲効率等の向上

漁業就業者の労働環境改善効果 93,459 2,116 係留施設、用地整備による軽労化　等

生活環境の改善効果 860 17 港内静穏度向上による生活航路の確保

漁業外産業への効果 20,743 482 漁獲効率向上による流通業者に帰属する効果

合計 482,145 10,755

《再々評価時》 B/C= 10,755 百万円　/ 7,339 百万円 1.47
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地区名
漁港・
漁場名

【位置図】

【計画平面図】

牛滝漁港 福浦漁港　
施行場所：下北郡佐井村大字長後字牛滝 施行場所：下北郡佐井村大字福浦
漁港管理者：青森県　　事業主体：青森県 漁港管理者：佐井村　　事業主体：佐井村

事業名 水産生産基盤整備事業 佐井
牛滝漁港、磯谷漁港、福浦漁港

佐井魚礁漁場
福浦増殖場

佐井魚礁漁場

磯谷漁港

福浦漁港

牛滝漁港

福浦増殖場
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L=38.9m（改良）
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③護岸
（改良）

護岸L=130.0m

①沖防波堤(新設)
①沖防波堤(新設)②沖防波堤(改良)

L=15.0m

L=14.4m

L=30.0m
①沖防波堤(新設)

L=43.0m

磯谷漁港
施行場所：下北郡佐井村大字長後字磯谷
漁港管理者：青森県　　事業主体：青森県

佐井魚礁漁場

磯谷漁港

福浦漁港

牛滝漁港

福浦増殖場
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地区名
漁港・
漁場名

【代表的な施設の構造図】

牛滝漁港
・沖防波堤

・西防波堤

磯谷漁港
・西防波堤

事業名 水産生産基盤整備事業 佐井
牛滝漁港、磯谷漁港、

福浦漁港
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(摩擦係数0.75相当品)

-7.69

根固方塊
 1.9×1.9×0.75
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地区名
漁港・
漁場名

【代表的な施設の構造図】

福浦増殖場

事業名 水産生産基盤整備事業 佐井
福浦増殖場

佐井魚礁漁場

佐井魚礁漁場（事業主体：佐井村）
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地区名
漁港・
漁場名

【航空写真、状況写真】

牛滝漁港

佐井 牛滝漁港

（H19.8撮影）

事業名 水産生産基盤整備事業

外郭施設の整備不足により、港内静穏度が悪いことから、休憩のための漁船の係留場所が限定さ
れ、三重に船を並べて係船せざるを得ない状況であり、就労環境が非常に悪い。

船揚場に滑り材が一部設置されていないことから、漁船引き上げの都度、代用品（丸太）を敷並べ
る作業を強いられており、就労環境が非常に悪い。

外郭施設の整備不足により、港内静穏度が非常に悪く、係船岸への浸水が発生しており、漁船の
係留等に支障がある。

れ、三重に船を並 て係船せざるを得ない状況であり、就労環境が非常に悪い。
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地区名
漁港・
漁場名

【航空写真、状況写真】

磯谷漁港

佐井 磯谷漁港、福浦漁港

（H19.8撮影）

事業名 水産生産基盤整備事業

福浦漁港
（事業主体：佐井村）

（H19.8撮影）

用地不足から漁獲物の天日乾燥を道路でも行っており、車
両通行上危険である。

外郭施設の整備不足により、越波等が生じ、港内静穏度が
非常に悪く、漁船の係留等に支障がある。

外郭施設の整備不足により、越波及び開口部からの波の進入があり、港内静穏度が非常に悪く、
漁船の係留等に支障がある。
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